
8/1   品川ﾈｯﾄ主催「学校では教えてくれない性教育」
ɹɹɹ講師:村瀬幸浩さん
ɹɹ  生活保護問題ｵﾝﾗｲﾝ議員研修会
8/4   第三回調布市緑の基本計画策定委員会傍聴
8/5ɹ 日野市の女性施策について学習会
ɹɹɹ自治体の電力調達と気候変動政策ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ
8/6   調布市下水道ﾋﾞｼﾞｮﾝ総合計画策定検討委員会傍聴
8/8   学習ｸﾞﾙｰﾌﾟつむぐ憲法学習会
8/20  東京ﾈｯﾄ子ども部会学習会（講師:仲間知穂さん）
ɹɹɹ「学校における作業療法士の活用について」
8/21  市議会幹事⾧会議・議会運営委員会
8/24  調布市男女共同参画推進ｾﾝﾀｰ運営委員会傍聴
8/31  市議会幹事⾧会議・議会運営委員会
9/1   調布市中心市街地基盤整備等特別委員会傍聴
9/2~23  調布市議会第三回定例会
9/5   調布市下布田遺跡史跡整備市民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①
9/19  調布市多摩川自然広場説明会傍聴
ɹɹ  調布市下布田遺跡史跡整備市民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ②
9/20  多摩川視察（昨年の台風19号被害状況）
9/24  教育委員会第9回定例会傍聴 
9/25  外環道ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ視察＠若葉小
9/28  調布市廃棄物減量＆再利用促進審議会傍聴
9/29  外環道工事近隣(東つつじヶ丘)視察
10/2  調布市広域交通問題等対策特別委員会傍聴
10/3  小金井ﾈｯﾄ主催 5G学習会(講師:上田昌史さん)
10/4  調布市下布田遺跡史跡整備市民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ③
ɹɹɹ三浦まりさん講演会
ɹɹɹ「女性が生き生きと生きられる社会を目指して」

10/6  福祉大会
10/11 気候変動をはね返す狛江主催
ɹɹɹ気候危機・ｴﾈﾙｷﾞｰ戦略の学習会
10/16 東村山ﾈｯﾄ主催 「人権の視点
ɹɹɹから考える！生と性」
10/21 第三回調布市環境基本計画
ɹɹɹɹɹɹɹɹ改定委員会傍聴
10/24 調布ﾈｯﾄ野川水質調査
      調布市緑の基本計画
ɹɹɹɹɹɹɹɹ市民ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

詳しい活動報告は

ブログでも

　 9月20日(日)、昨年の台風19号で洪水被害を受けた多

摩川流域を視察した。府中市郷土の森博物館内の「多

摩川ふれあい教室」で活動されている山道省三氏に府

中から下流域の二子玉川まで案内していただき、川と暮

らし の関 わ り 合 い を 改めて考 える 機 会と な った 。

  多摩川は標高1,953mの笠取山（山梨県）から羽田沖ま

での138kmを流れる一級河川。非常に急な勾配を流れ

るため、水が溜まってもすぐに引くのが特徴だ。しかし、短

時間に集中的に雨を降らせる近年の豪雨や台風では、

堤防の設置基準である時間降雨50mmも珍しくない。か

つての経験知では対応できないケースが増えており、現

状、防災についても「自主防災」や「垂直避難」が主流の

考え方になりつつある。

    一般的に川の岸近くの流れは中央より遅く、山から流さ

れてきた種が沈殿、育って林を作るなど、川沿いの環境

を形成する。この林は川の流速を抑制し下流の水害を食

い止める役割を果たすが、流木が流れをせき止める危

険性があるとの理由で、昨年の台風19号以降、国土交通

省は河川敷の樹木伐採作業を進めている。調布でも石

原水位観測所の二本松が惜しまれながら伐採された。し

かし、現存の樹木の多くは台風19号の際に流れを阻害

しなかったのに、一律に伐採する必要があるだろうか。ま

た流れを遅くする要素がなくなれば、山の巨岩も流され

て下流を破壊する危険性が高まる。現在、国土交通省は

緊急治水対策として川底の掘削も進めているが、常に変

化する川底には一時的な対応でしかない。グリーンイン

フラや生物多様性の観点で考え行動できる河川管

理者が減っており、教育や研修が必要だ。

河原にある樹木によって流れが抑

制され、下流域の水害を防いでいる

　今後進めるべき最も効果的な治水対策は、グリーンイ

ンフラの整備だ。緑地や田畑を確保し、さらに貯水槽な

どを整備することで、街なかに降った雨水をできるだけ

溜めてゆっくりと川へ流し、下流域の増水ピークを避ける

ことができる。首都郊外でありながら豊かな水と緑が魅

力の調布だが、古来からこの土地の人 は々自然の恵みと

脅威の両面を受け入れつつ共生してきた。私たちも、改

めて多摩川の自然との共生のあり方を考える時だ。

給食ヒアリング報告
　

　8月25日、給食についてのヒアリングを11名（うち保護
者6名）でzoomも併用して行いました。教育部学務課長、
給食担当と栄養士が丁寧に答えてくれました。
　給食の目的は、栄養摂取や安全な食の提供だけでな
く、他国や行事ごとの食文化に触れたり配膳作業を通し
て生活力を身につけたりと多岐に渡ります。栄養士たちは
栄養摂取量や食品構成が塩分量に至るまで厳格に決
められている中、数々の基準をクリアしつつ、子どもたちが
楽しく食べているかにまで心を配って取り組んでいること
が伝わってきました。
　保護者にも「担任を通して栄養士宛てにお気軽にお手
紙をいただければ」との言葉がありました。時代とともに
食生活や給食の意味合いも変化、多様化していますが、
保護者と栄養士が顔の見える関係を築き、知恵を合わ
せていくこともより良い給食提供を
継続するのには大切ではないかと
考えさせられたヒアリングでした。

牛乳の紙パック容器の

課題については引き続き

取り組んでいきます。ご

意見もお寄せください。

伐採された石原水位観測所の

二本松

多摩川洪水地区を視察して

狛江市のまつざき淑子議員、世田谷
区の田中みち子議員、金井えり子議
員と多摩川を視察。


